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冬の“旬な現場” 

国内初「湖内堆砂対策施設」の工事現場が見学できます 

問い合わせ先 

国土交通省 三峰川総合開発工事事務所 

   副所長   橋野 克彦 
   総務課長  植田 隆一 
 
ＴＥＬ ０２６５－９８－２９２１ 
             
〒396-0402 長野県伊那市長谷溝口 1527 

  ＦＡＸ 0265-98-2890 

 中部地方整備局では、一般の皆さんに社会資本の役割を知っていただくため、通常立ち

入ることのできない工事現場や施設を積極的に公開しています。 

三峰川総合開発工事事務所では、国内初となる「湖内堆砂対策施設」の工事現場（逆 T

型擁壁（高さ約 10ｍ）工事、維持管理用坂路工事、排砂ゲート基礎工事）や、土砂バイ

パストンネル内を見学することができます。 

 

１．期  間   平成３０年３月中旬まで 

           

２．見 学 の   三峰川総合開発工事事務所 総務課 

申 込 先   TEL：０２６５－９８－２９２１ 

 

三峰川総合開発工事事務所ホームページ 

http://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/ 

 

国土交通省中部地方整備局の“旬な現場”（工事現場） 

http://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/conte 

nts/shisetsu/construction/ 

2017/12/1 



｢先進的なダム再生施設｣を知ろう！
～ 土砂バイパス施設と国内初の施設建設の最前線 ～

【問合せ先】 三峰川総合開発工事事務所 総務課 電話：０２６５－９８－２９２１

【アクセス】 中央自動車道 伊那ＩＣより 車で約３０分（約１７km）

普段は入ることのできない土砂バイパストンネル内や国内初
となる「湖内堆砂対策施設」の工事現場をご案内致します。

長野県

 南アルプスの玄関口、伊那市長谷に位置する美和ダム（Ｓ３４運用開始）は、長野県南部を流れ

る天竜川上流部の洪水はん濫から人々の暮らしを守っています。

 美和ダム上流域はもろく崩れやすい地形・地質であり、Ｓ３６災害やＳ５７災害などのたび重なる

洪水により、大量の土砂がダム湖に流入して、ダムの機能維持が困難になっています。

 土砂バイパス施設を設置し（Ｈ１７）、現在はストックヤード方式による国内初の「湖内堆砂対策

施設」を建設中です。これらの施設により、ダム湖への堆砂を軽減し、洪水調節のための容量を

保全するとともに、河川本来の土砂の連続性を回復する計画としています。

美和ダムの再開発
み わ さいかいはつ

美和ダムと土砂バイパストンネル

国道152号

⾄⼤⿅村

ジオサイト
中央構造線「溝⼝露頭」

道の駅
「南アルプスむら⻑⾕」

【集合場所】
美和ダム管理⽀所

（⻑野県伊那市⻑⾕⾮持345）

美和ダム

C

C

この冬の湖内堆砂対策施設施工箇所

建設中
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⼟砂バイパストンネル

既設貯砂ダム
湖内堆砂対策施設の完成予想図

貯⽔池堆砂対策（⼟砂バイパス施設、湖内堆砂対策施設）概念図

場所打杭、側壁施工予定箇所

維持管理用坂路施工予定箇所

施工状況（H29.10.23）

湖内堆砂対策施設工事現場の見学

農業高校生による現場見学(H29.9.8）



詳しくは三峰川総合開発工事事務所 “お知らせ” にて
↓

http://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/information/kousin.htm

秋の“旬な現場”での主な見学状況

湖内堆砂対策施設工事現場

事業説明

分派堰

土砂バイパストンネル吐口

平成29年9月23日

狐島自治会の皆さん

湖内堆砂対策施設工事現場 土砂バイパストンネル吐口

平成29年9月8日

農業高校生の皆さん



道の駅南アルプスむら 溝⼝露頭

D みわっこ（美和ダム）集合場所

C バイパストンネル吐⼝

B 分派堰、バイパストンネル呑⼝

貯砂ダム

三峰川総合開発⼯事事務所 H29.12

A 湖内堆砂対策施設⼯事現場

【標準コース】
Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａ（所要時間：１時間３０分～２時間程度）

※時間に応じて、見学コースの変更等は可能です。


